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第１７５号

特集記事取材・撮影

広報おみたま取材チーム

中央高校生徒会長の堀江遥菜

さん。「もともと人前に出るような

タイプではなかった」が、 自分を

変えたいと思い、一念発起。

「いろんな人と話す機会が増え、

知らない人とでも話せるように

なりました」

今月の表紙

知行合一の先導的実践と知 ・

情・意の調和を図り、高邁な理想

に向け前進する姿をデザイン

化。国際化の中で、自立・博愛・

創造の校訓のもと、自己指導力

を高揚する姿をモチーフ化して

いる。

校章のデザイン

開
校
時
か
ら
国
際
化
意
識

　
昭
和
６２
年
度
に
開
校
以
来
、
海
外

研
修
に
取
り
組
む
中
央
高
校
は
、
英

語
を
教
え
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
｟
外
国
語
指
導

助
手
｠
の
ほ
か
、
県
内
で
唯
一
、
中
国

語
・
韓
国
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２５
年
度
か
ら
、
韓
国
の
高
校
を

派
遣
先
の
一
つ
に
加
え
、
希
望
す
る
生
徒

は
韓
国
人
非
常
勤
講
師
か
ら
韓
国
語

を
学
ぶ
ほ
か
、
自
分
で
調
べ
て
伝
統
文

化
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
今
年
１
月
に

は
、
ソ
ウ
ル
市
近
郊
の
大
眞
｟
デ
ジ
ン
｠

高
校
に
１６
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

中
止
の
危
機

　
実
は
こ
の
派
遣
は
、
中
止
の
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
し
た
。
政
治
的
な
日
韓

関
係
の
悪
化
に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い

た
韓
国
の
高
校
が
受
け
入
れ
を
辞
退
。

深
谷
校
長
は
「
政
治
と
青
少
年
交
流

は
別
物
」
と
考
え
、
事
業
継
続
を
模
索

し
ま
し
た
。茨
城
県
で
開
催
さ
れ
た
、

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
団
長

と
し
て
来
日
し
、
交
流
の
あ
っ
た
韓
国

の
高
校
教
員
に
相
談
し
、
大
眞
高
校

の
受
け
入
れ
が
決
定
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

国
際
感
覚
を
養
う
習
慣

　
深
谷
校
長
は
、
「
一
部
の
情
報
に
惑

わ
さ
れ
て
、
差
別
意
識
を
持
つ
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
実
際
に
外
国
を
自

分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
頭
で
考
え
る

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
語
り

ま
す
。

　
中
央
高
校
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
は
、
世

界
を
知
り
、
互
い
を
理
解
し
合
う
心

を
育
む
こ
と
で
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
土
台
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

茨城県立中央高校
世界を身近に感じる学校

国際化を意識した校章デザインや、詩人谷川俊太郎氏作詞の校歌にあるように、

開校時から国際社会を意識してきた中央高校。茨城空港を有し、アジア圏の玄関

口となっている小美玉市に所在し、世界を身近に感じる学校です。「知の中央へ」

を掲げ、グローバル視点で自分や地域を考え、国際社会で活躍できる人財を育成

しています。

韓国研修の代表生徒

高栖 蘭 さん

韓
国
語
の
授
業
が
あ
る
か
ら
、

中
央
高
校
に
入
り
ま
し
た
。

Ｋ-ＰＯＰや韓流ドラマが好きな高栖

さん。 研修先で仲良くなった大眞高校

のソンジェさんと、今でもＳＮＳで頻繁

に交流。 将来は、 韓国語を生かし

た仕事に就きたいと考えている。

高栖さんが手に持っているのは、

韓国のＩＣカード乗車券。

韓国の地下鉄は、日本と比べて

かなり安いそうだ。

ＡＬＴジョージ先生による異文化理解の授業

市内唯一の

高校

韓国ソウル市近郊の大眞高校へ１６名派遣
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